
平成26年１月15日第188号【 17 】 市 議 会 だ よ り

の
居
宅
や
、
八
幡
掘
り
周
辺
の
石

垣
や
土
蔵
群
な
ど
が
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

認
知
症
対
策
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
（
大
阪
府
茨
木
市
）

　
平
成
２０
年
度
よ
り
茨
木
市
医
師

会
高
齢
者
対
策
委
員
会
で
、
認
知

症
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
市
の
保
健
福
祉

担
当
課
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
在

宅
医
療
を
支
え
る
関
係
機
関
が
集

ま
り
ま
し
た
。
患
者
の
生
活
環
境

を
熟
知
し
て
い
る
認
知
症
が
専
門

で
は
な
い
「
か
か
り
つ
け
医
」
の

正
確
な
認
知
症
の
診
断
や
治
療
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
医
師
会

で
は
認
知
症
診
断
・
治
療
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
モ
デ
ル

事
業
を
行
い
ま
し
た
。
事
業
終
了

後
も
、
市
職
員
は
医
師
会
と
の
情

報
共
有
を
図
り
、
昨
年
認
知
症
高

齢
者
地
域
支
援
連
絡
会
議
を
立
ち

上
げ
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
、

保
健
所
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
多
く
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に

努
め
て
い
ま
す
。

国
宝
姫
路
城

　
　
　
　
　
（
兵
庫
県
姫
路
市
）

　
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
約
１０８

　
の
区
域
に
、
姫
路
城
の
中
核
を

な
す
8
棟
の
国
宝
、
７４
棟
の
国
指

定
重
要
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
２６
か
年
計
画
に
よ
る
保
存
修

理
中
で
、
大
天
守
保
存
修
理
は
、

文
化
財
の
保
存
と
継
承
に
役
立
て

る
た
め
2
年
前
か
ら
見
学
施
設
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
ま
す
。

市
立
中
央
図
書
館

　
　
　
　
　
（
愛
知
県
一
宮
市
）

　
尾
張
一
宮
駅
前
ビ
ル
の
中
に
今

年
１
月
に
開
館
、
他
に
子
育
て
市

民
活
動
・
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
各
支

援
セ
ン
タ
ー
や
観
光
案
内
所
な
ど

の
公
共
施
設
が
あ
り
、
交
流
・
文

化
拠
点
と
し
て
、
都
市
機
能
と
集

客
機
能
を
強
化
し
た
も
の
で
す
。

　　　信
州
ま
つ
も
と
空
港
利
用
状
況
に

つ
い
て
　
　
（
長
野
県
松
本
市
）

　
信
州
ま
つ
も
と
空
港
は
、
松
本

市
と
塩
尻
市
に
ま
た
が
る
地
方
管

理
（
県
営
）
空
港
で
す
。
平
成
6

年
か
ら
平
成
２５
年
8
月
ま
で
の
、

利
用
状
況
の
推
移
に
つ
い
て
説
明

を
う
け
、
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

平
成
２４
年
の
福
岡
線
は
、
3
万
7

千
８４０
人
（
６９.２
%
）
札
幌
線
は
、
3

万
8
千
４７２
人
（
６９.９
％
）
、
就
航
率

は
９８.４
%
で
す
。
利
用
状
況
は
、
６５

％
位
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
長

野
県
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
、
利

用
者
の
増
加
、
就
航
率
向
上
、
経

済
や
観
光
の
活
性
化
の
た
め
行
政

の
積
極
的
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
等
に
つ
い
て

　
　
（
北
海
道
上
川
郡
下
川
町
）

　
下
川
町
は
人
口
3
千
５９３
人
、
面

積
６６４
・
2
㎢
（
当
市
の
２.２
倍
）
森

林
面
積
５６９
・
8
㎢
と
町
の
面
積
の

約
９０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
木
質

原
料
製
造
施
設
で
は
、
林
地
残
材
、

林
道
支
障
木
で
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

を
１
時
間
に
２.５
ｔ
、
１
日
１５.９
ｔ
を

製
造
し
て
い
ま
す
。
町
役
場
周
辺

の
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
の
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
は
、
発
電
量
１

千
２００
　
で
4
箇
所
の
施
設
が
、
２４

時
間
全
自
動
運
転
し
て
い
ま
す
。

ま
た
一
の
橋
地
区
集
落
再
生
で
は
、

熱
の
シ
ェ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
地
域
活
性
に
向
け
て
、
平
成

２５
年
に
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス

A
、
B
に
３０
戸
が
あ
り
、
郵
便
局

等
も
併
設
さ
れ
、
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
2
基
で
、
熱
を
供
給
し
て

い
ま
す
。
町
は
森
林
資
源
を
有
効

に
活
用
し
て
い
る
こ
と
で
全
国
で

も
有
名
で
す
。
ボ
イ
ラ
ー
を
利
用

し
た
熱
の
活
用
で
年
間
１
千
６００
万

円
の
コ
ス
ト
削
減
等
で
町
ぐ
る
み

で
、
子
育
て
支
援
等
に
使
っ
て
い

ha

kw

茨木市「認知症対策」

松本市「信州まつもと空港」

一宮市「雑誌スポンサーのついた雑誌」

下川町「町有林を現地視察」

経
済
建
設
委
員
会

平
成
２５
年
１０
月
2
日
〜
4
日


